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ちょっと困
こま

った話
はなし

 

－私
わたし

の日
に

本
ほん

語
ご

の発音
はつおん

は大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

？－ 

 

服部
はっとり

 瑞
みず

帆
ほ

 

（浜松
はままつ

日
に

本
ほん

語
ご

学院
がくいん

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

養成
ようせい

講
こう

座
ざ

） 

 

大学
だいがく

で韓
かん

国
こく

言
げん

語
ご

文
ぶん

化
か

を専攻
せんこう

していたわたしは、２年生
ねんせい

の時
とき

に１年間
ねんかん

留
りゅう

学
がく

をし

ていました。日
に

本
ほん

では韓国
かんこく

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

をとり、勉
べん

強
きょう

していたものの、韓国人
かんこくじん

と

実際
じっさい

に韓
かん

国
こく

語
ご

を使
つか

って話
はな

す機
き

会
かい

はあまりありませんでした。そのため、韓国
かんこく

での

生活
せいかつ

は、初
はじ

めは大変
たいへん

なものでした。ネイティブの話
はな

す速
そく

度
ど

や発音
はつおん

に慣
な

れておらず、

聞
き

き取
と

ることはもちろん、発音
はつおん

が悪
わる

く、聞
き

き取
と

ってもらえるようになるのにも時
じ

間
かん

がかかりました。そんなわたしでも１年
ねん

も生活
せいかつ

していると耳
みみ

も口
くち

も慣
な

れてい

き、現
げん

地
ち

の韓
かん

国人
こくじん

にも「韓国人
かんこくじん

かと思
おも

った！」と褒
ほ

めてもらえるようになりまし

た。 

留
りゅう

学
がく

生活
せいかつ

を終
お

え、帰
き

国
こく

後
ご

は、１年間
ねんかん

会
あ

えなかった友達
ともだち

とたくさん遊
あそ

びました。

高校
こうこう

時
じ

代
だい

の友達
ともだち

ふたりと遊
あそ

んだ時
とき

のことです。雑談
ざつだん

をしていると、昭
しょう

和
わ

の歌
うた

の

話
はなし

になりました。母親
ははおや

の影
えい

響
きょう

で、わたし自
じ

身
しん

も好
この

んで聞
き

く曲
きょく

が何
なん

曲
きょく

かあり、

その中
なか

でもわたしは「オリビアを聴
き

きながら」という歌
うた

が特
とく

に好
す

きで、カラオケ

でもよく歌
うた

う歌
うた

でした。いい歌
うた

だよね、と話
はな

していると、ふと友達
ともだち

が「誰
だれ

の歌
うた

だ

っけ」と聞
き

いてきました。「杏
あん

里
り

だよ」と答
こた

えると、ふたりは不思議
ふ し ぎ

そうな顔
かお

を

して「なに？」と聞
き

き返
かえ

してきました。「だから、杏
あん

里
り

だって」と言
い

うと、また
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「なに？なんて？」と言
い

ってくるのです。杏
あん

里
り

を知
し

らずに聞
き

き返
かえ

している様
よう

子
す

で

はなかったので、「なんで？」と聞
き

くと、ふたりはクスクス笑
わら

いながら、なんと

「言
い

えてないよ」というのです。いくら留
りゅう

学
がく

に行
い

ってきたからといって日
に

本
ほん

生
う

まれ日
に

本
ほん

育
そだ

ちのわたしが、そんなわけなかろう、と「杏
あん

里
り

」と意
い

識
しき

して口
くち

に出
だ

し

てみました。すると、なんとなく口
くち

の運
はこ

びに不
ふ

自
じ

由
ゆう

さを自
じ

覚
かく

することができたの

です。自
じ

分
ぶん

でも驚
おどろ

きました。確
たし

かに、韓国
かんこく

語
ご

だと「ん」の次
つぎ

にラ行
ぎょう

がくると、

発音
はつおん

の変
へん

化
か

の規
き

則
そく

によって音
おと

が変
か

わります。しかし、今
いま

話
はな

しているのは日
に

本
ほん

語
ご

で、

日
に

本
ほん

人
じん

の友達
ともだち

と話
はな

していて、わたしは日
に

本
ほん

人
じん

で･･･。困惑
こんわく

しました。 

「ん」の次
つぎ

にラ行
ぎょう

、特
とく

に「り」が来
く

ると、発音
はつおん

が若
じゃっ

干
かん

不
ふ

自
し

然
ぜん

なことが自
じ

分
ぶん

で

も分
わ

かります。「管
かん

理
り

」「権
けん

利
り

」「便
べん

利
り

」などというときは、今
いま

でも少
すこ

し意
い

識
しき

しな

がら発音
はつおん

しています。日
に

本
ほん

語
ご

の音声
おんせい

をもっとしっかり勉
べん

強
きょう

して音声
おんせい

マスターに

なれば、わたしは「んり」の音
おと

を取
と

り戻
もど

すことができるでしょうか･･･。 
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作品
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